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整備新幹線の設計・施工で新技術を公募します 

～新技術活用による、整備新幹線建設プロジェクトの推進に向けた取組み～ 

１．公募内容 

新幹線鉄道の建設・維持管理コスト低減に寄与する都市トンネル（シールドトンネル及び

開削トンネル）に関する新技術について募集します。なお、新技術の提案には新しい材料の

提案も含みます。 

２．公募期間 2021(令和3)年10月6日（水）～ 2021(令和3)年11月26日（金） 

３．応募技術の条件等 

（１）既に道路事業、下水道事業、在来線鉄道事業、建築分野において実用に供された、ま

たは実用化に向けた開発や試験を行っている新技術であること。 

（２）新設構造物に適用可能な新技術であること。

（３）技術評価の過程において、技術評価に係わる者（委員会、事務局等）に対して、応募

された新技術の内容を開示することについて同意できること。 

（４）技術評価結果の公表に同意できること。（ただし、技術開発途中等の事情により公表

できない場合は除く） 

（５）令和元年度または２年度に鉄道・運輸機構で行った公募に対して応募された新技術で

あって、その後の改良された新技術であること。 

４．その他 

詳細については別紙のとおり 

鉄道・運輸機構（JRTT）では、現在、整備新幹線の建設を全国で進めている中、

さらなる建設・維持管理コストを低減するため、令和３年度についても新たな設計・

施工法を公募し、実用化に向けた技術評価を行うこととしました。 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

総務部 広報課       TEL045-222-9101 

技術企画部 技術企画課 TEL 045-222-9063 



 

2021（令和 3）年 10 月 6 日 

 

令和３年度 新幹線鉄道建設・維持管理コストを低減する設計・施工法の公募について 

 

１．本募集の趣旨 

現在、整備新幹線の建設が全国で進められている中、さらなる建設・維持管理コスト

を低減するため、令和元年度から継続して、整備新幹線の建設への適用としては新たと

なる設計・施工法（以下「新技術」という。）を公募し、整備新幹線の建設への新技術

の実用化に向けた技術評価を行っております。今年度についても実施することとしまし

たので、お知らせいたします。 

 

２．募集内容 

新幹線鉄道の建設・維持管理コスト低減に寄与する都市トンネル（シールドトンネル

及び開削トンネル）に関する新技術について募集します。なお、新技術の提案には新し

い材料の提案も含みます。 

【募集するテーマの例】 

・シールドトンネル拡幅、切り拡げ部（器材坑等）に関する新技術 

・大断面シールドトンネル内部のプレキャスト床版に関する新技術 

※上記はあくまでも例示であり、これらに限定するものではありません。 

 

３．応募技術の条件等 

① 既に道路事業、下水道事業、在来線鉄道事業、建築分野において実用に供され

た、または実用化に向けた開発や試験を行っている新技術であること。 

② 新設構造物に適用可能な新技術であること。 

③ 技術評価の過程において、技術評価に係わる者（委員会、事務局等）に対して、

応募された新技術の内容を開示することについて同意できること。 

④ 技術評価結果の公表に同意できること。（ただし、技術開発途中等の事情により公

表できない場合は除く） 

⑤ 令和元年度または２年度に鉄道・運輸機構で行った公募に対して応募された新技

術であって、その後の改良された新技術であること。 

 

４．応募資格 

「個人」「民間企業（JV を含む）」または「大学等」であること。ただし、「個人」及

び「大学等」については、「民間企業」と共同開発している場合に限ります。 

 

 

別 紙 
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５．応募期間 

令和３年 10 月 6 日（水曜日）～令和３年 11 月 26 日（金曜日）（必着） 

 

６．応募に必要な提出資料 

応募にあたっては、日本語で作成した、以下の資料が必要となります（全て A4 版）。 

なお、様式は、鉄道・運輸機構のホームページ（https://www.jrtt.go.jp/）よりダ

ウンロードすることができます。 

① 応募書（様式１） 

② コスト低減設計・施工法（材料を含む）概要書（様式２）6 枚以内 

③ 新技術の詳細説明資料（様式３） 

④ 実績または実用化試験例（様式４） 

 

７．技術評価について 

応募された新技術に対して、汎用性やコスト低減の可能性とともに、鉄道構造物等設

計標準に示された性能の確認に必要な項目、整備新幹線の建設への適用可能性について

評価します。 

 技術評価の実施に際しては、有識者等で構成する委員会において、応募資料に基づき

応募者に説明を行って頂きます。その際、追加資料の提出や応募資料の詳細説明を求め

る場合があります。 

なお、応募資料等については事務局と上記委員会以外の第三者に情報を開示すること

はありません。ただし、技術評価結果については、技術開発途中等の事情により公表で

きない場合以外は公表させて頂きます。 

 

８．応募することによるメリットについて 

  技術評価を受けることにより、応募された新技術の鉄道構造物等設計標準への適合性

を確認することができます。 

 また、応募された技術の段階（技術開発段階、実用化段階など）に応じて、以下があ

ります。（コスト低減に寄与する場合に限ります。） 

① 新技術が実用化段階であるものについては、整備新幹線鉄道の設計、施工の検討

において、比較の対象とする 

② 新技術が技術開発段階であるものについては、応募技術実証フィールドの提供 

③ 新技術が技術開発段階であるものについては、当機構との共同研究 

なお、上記①及び②については、応募技術の内容・タイミングにより選択が困難とな

る場合がありますので、あらかじめご承知おき願います。 

 応募された新技術に対しては、技術評価を通して、新幹線鉄道等への適用可能性につ

いて助言を得ることができます。 
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９．注意事項等 

① 応募書等（様式１～４）は電子メール・郵送または持参してください。 

② 応募にかかる費用は応募者がご負担してください。 

③ 提出された応募書等は返却しません。 

④ 原則として特許権等の知的所有は応募者に帰属します。応募にあたっては応募者

自身の責任において必要な権利保護等の手続きを行ってください。 

⑤ 応募者以外の第三者が所有する特許（共同出願を含む。）を使用する場合は、応募

者にて必要な手続きを行ってください。 

⑥ 応募された設計・施工法（材料を含む）の知的財産権の取り扱いに関して協議さ

せていただく場合があります。 

 

１０．スケジュール 

  令和３年 10 月 6 日 応募開始 

      11 月 26 日 応募締切（必着） 

      12 月 第１回委員会 

  令和４年 1 月 第 2 回委員会（応募者へのヒアリング含む） 

※スケジュールは変更になる場合があります。 

 

１１．応募先およびお問い合わせ先 

  〒185-8540 

東京都国分寺市光町二丁目 8 番地 38 

公益財団法人 鉄道総合技術研究所 トンネル研究室 津野 

   お問い合わせ・応募資料等提出先電子メールアドレス：gijutsu.kobo@rtri.or.jp 

   電話：042(573)7266 FAX：042(573)7248 
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（様式１）

応募書 

2021（令和３）年 月 日 

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 

理 事 長  河 内  隆 殿 

応募者名：（民間法人・行政機関等名） 

（役職・氏名） 印 

所在地 ：〒 

電 話 ： － － 

下記について応募します。 

記 

１．工法（材料）名称： 

２．窓口担当者 

 法人名： 

所 属： 

役職・氏名： 

所在地：〒 

電 話： ＦＡＸ ：

メールアドレス：

３．代表技術開発者 

法人等名： 

所 属： 

役職・氏名： 

所在地：〒 

電 話： ＦＡＸ：

４．共同開発者 

共同開発者名：（民間法人・行政機関等名） 

（役職・氏名） 

所在地 ：〒 

電 話 ：

（共同開発者が複数の場合は、以下同様に列記して下さい） 

＊電子メール場合は、押印したものをスキャニングして送付願います 

＊斜体文字の部分は削除して記入してください 
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（様式２）

コスト低減工法（材料）概要書

（A4 版 枚数 6 枚以内 文字サイズ 10.5 ポイント フォント MS ゴシック） 

工法（材料）名称： 

応募者名 ： 

技術開発者 ： 

共同開発者 ： 

１．工法（材料）の概要 

２.想定する適用範囲

（具体的に記載願います） 

３.想定するコスト低減の効果

（具体的に記載願います） 

４.主な適用実績

（適用実績があれば、様式４から代表的な実績の 1 件名を記載願います） 

○○○工事、西暦（和暦）年○○月～西暦（和暦）年○○月  他○○件 

５．その他 

① NETIS 登録の有無：

登録番号：

② 特許権、実用新案権等の取得状況の有無：

名称：

③ 同一の内容で、国土交通省または他省庁等の補助金を受けたことがある場合は、機関名

および補助金名を記載願います 

＊斜体文字の部分は削除して記入してください 
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（様式２）

写真・図・表の例

写真―１ ○○○○ 写真―２ ○○○○ 

図―１ ○○○○ 

表―１ ○○○○ 表―２ ○○○○ 

- 6 -



（様式３）

応募工法（材料）の詳細説明資料 

（A4 版 枚数任意 文字サイズ 10.5 ポイント フォント MS ゴシック） 

１．工法（材料）の内容 

２.想定する適用範囲

３.想定するコスト低減の効果

＊斜体文字の部分は削除して記入してください 
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（様式４）

実績または実用化試験例 

（A4 版 枚数任意 文字サイズ 10.5 ポイント フォント MS ゴシック） 

例１ 適用年月：西暦（和暦）年  月～   年  月 

事業名 ： 

事業者名： 

事業概要： 

施工規模： 

例２ 適用年月：西暦（和暦）年  月～   年  月 

事業名 ： 

事業者名： 

事業概要： 

施工規模： 

例３ 適用年月：西暦（和暦）年  月～   年  月 

事業名 ： 

事業者名： 

事業概要： 

施工規模： 

例４ 適用年月：西暦（和暦）年  月～   年  月 

事業名 ： 

事業者名： 

事業概要： 

施工規模： 

＊西暦と和暦は併記してください 

＊斜体文字の部分は削除して記入してください 
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